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統計検定「データサイエンス発展」サンプル問題解説 

2021年 5月 

 

1. 出題の考え方 

データサイエンスでは、数理的な基礎の上に情報学および統計学の知識を活用するとともに、

分析結果の倫理的な解釈も求められます。このように複数の領域を組み合わせる力がデータサ

イエンス力の重要な要素です。この観点から「データサイエンス発展」では出題範囲表にある

複数の項目に関連する「複合問題」も出題します。サンプル問題では、いくつかの複合問題も

例示しています。「データサイエンス発展」では問題の分類の便宜のため、次の 4 つの領域を

設けています。 

1)倫理・AI、2) 数理、3) 情報、4) 統計・可視化 

範囲表の大項目とこれらの 4 つの領域の関係は以下のようになります。 

 

範囲表の大項目 領域 

社会におけるデータ・AI 利活用 倫理・AI、情報及び統計・可視化 

データ・AI利活用における留意事項 倫理・AI 

数理基礎 数理 

データ取得とオープンデータ 倫理・AI 及び統計・可視化 

デジタル情報とコンピュータの仕組み、 

アルゴリズム基礎、データ構造とプログラミング基礎 

情報 

 

データリテラシー、確率と確率分布、統計的推測 
統計・可視化 

 

データハンドリング、種々のデータ解析、 

データ活用実践 

情報及び統計・可視化 

 

 

2. 解答形式 

以下のいずれかの形式で解答します 

 ラジオボタン方式：択一問題の解答の一つを、マウスでクリックして選択する形式 

 複数選択方式:選択肢のうち、正しいもののみをすべてマウスでクリックして選択する形式 

 数値入力方式：計算結果等を半角数値で解答する形式（問題に指定された桁数で入力。数

値が負となる場合には符号も入力）  
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3. サンプル問題の解答・解説 

問 1 

正解：③ 

IoT（Internet of Things の略）は、モノに通信機能を搭載し、データ取得をリアルタイムに行

う技術。超高速・超低遅延・超大容量・超大量接続を実現する 5G は、2020年 4月に日本でサ

ービスが開始された。 

 

問 2 

正解：④ 

 AI の開発に当たっては、利用できるビッグデータのうち、利用目的とは関係しない差別につ

ながるデータを利用してはならない。アメリカの信用機会均等法では、人種、性別、居住地域、

国籍などを与信審査に用いることは禁止されている。年収は禁止されていない。したがって、正

解は④前年度年収である。日本国内では、アメリの信用機会均等法に相当する法律は現時点(2021

年 3 月)で存在していないので、法律的には「性別」などをモデルに組み込んでも、法律上は「特

に問題はない」と考えられる。ただ、国籍、人種、性別、居住地域は本人の信用力とは関係しな

いものであり、差別につながるため利用できないと考えておくほうが妥当かもしれない。実際、

住宅ローンの申込み時には前年度の源泉徴収票の提出などが求められることが多い。 

 

問 3 

 正解: ③ 

個々のデータがそのまま反映される最大値には、秘匿の観点では特に注意する必要がある。例

えば、体重のデータにおいて、対象者に一人だけ体格のいい人がいることが分かっていた場合、

最大値はその人のデータと推察される。 

一方、① 総和、② 平均、④ 標準偏差 及び ⑤ 四分位範囲は個々のデータから和や並べ替え

などの操作を経て計算される量であるため、それらの統計量から個々のデータを求めることは一

般に困難である。ただし、計算に用いるデータ数が少ない場合には注意が必要である。 

 

問 4 

正解：⑤  

情報と統計・可視化の複合問題である。x１から x50 までを加算し、その和を用いて標本平均を

出力するプログラムでは、i をカウンターとして 1 から 50 まで変化させながら xi を S へ加算す

ることを繰り返して和を計算する。最後に i=51 になっていることに注意し、i-1 で割り算した値

を出力する。 

最初に、【ア】で変数を初期化するので、S=0、 i=1 である。また【イ】において、i>50 が成

立するかどうかを判断する必要がある。さらに【ウ】では、i=51 になっていることから、標本平

均 S/(i-1)を出力する。よって、正解は⑤である。 
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問 5 

正解: ③ 

倫理・AI と数理の複合問題である。日本の年齢階級別総人口 Sk は J 個存在する基本単位区に

ついて合計するため、𝑆𝑆𝑘𝑘 = ∑ 𝐴𝐴𝑗𝑗𝑗𝑗
𝐽𝐽
𝑗𝑗=1 となる。基本単位区平均人口は基本単位区ごとの人口の合計

∑ 𝐴𝐴𝑗𝑗𝑗𝑗𝐾𝐾
𝑘𝑘=1 から算出される 1 基本単位区当たりの人口である。これは、日本の総人口∑ ∑ 𝐴𝐴𝑗𝑗𝑗𝑗𝐾𝐾

𝑘𝑘=1
𝐽𝐽
𝑗𝑗=1

を基本単位区数 J で割ったものだから、𝑀𝑀 = 1
𝐽𝐽
∑ ∑ 𝐴𝐴𝑗𝑗𝑗𝑗𝐾𝐾

𝑘𝑘=1
𝐽𝐽
𝑗𝑗=1 となる。よって、正解は③である。 

 

問 6 

正解: ④. 

数理と統計の複合問題である。𝑉𝑉を𝑐𝑐で微分すると、合成関数の微分により−2∑ (𝑥𝑥𝑖𝑖 − 𝑐𝑐𝑛𝑛
𝑖𝑖=1 )となる。

これを 0とおいて𝑐𝑐を求めると𝑐𝑐 = 1
𝑛𝑛
∑ 𝑥𝑥𝑖𝑖𝑛𝑛
𝑖𝑖=1 となり平均値が得られる。よって、正解は④である。 

 

問 7 

正解：② 

数理と情報の複合問題である。関数 f(x)で定義された関数が 0 となるような方程式を解く

Python のプログラムとなっている。関数 f(x)の返り値が 

math.log(x/2.0-1.0)/math.log(0.25) – 0.5  

であるので、ネイピア数 e を底とする対数（自然対数）を含む方程式 loge(x/2-1)/loge(1/4)=0.5

の解を二分法で求めるプログラムとなっている。対数の中は常に非負である必要があるので、

x/2-1>0 から x>2 の範囲で解を求めなければならない。  loge(a)/loge(b)=logb(a)の関係を使う

とlog1
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2
となり、x=3 を得る。これ

は、選択肢の中で②、 ③、 ⑤のいずれかである。さらに、このプログラムが探索するべき値の

範囲は x>2 でなければならないので、③は誤りであるとわかる。また、２分法では探索範囲を

決める初期値は求めるべき解をその区間内に含んでいなければならない。よって⑤では求めるべ

き解である x=3 は得られないことが分かる。よって、正解は②である。 

 

問 8 

正解: 【ア】3  【イ】20 

倫理と統計の複合問題である。性別と居住地の組合せのそれぞれで、10 歳刻みの年齢が同一

階級となり、【ア】変換されたデータベースは 3-匿名性を持つ。各レコードの年齢を階級値（15

歳および 25歳）で置き換えた平均値は（15×6＋25×6）÷12＝20 より、【イ】20 歳である。 


